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概要 
本学では「教育 DX」の取り組みとして、ドロップアウト防止に向けた学習分析を開始
した。教学データの蓄積には LMS Moodle、学習分析には LearnerScript 社の LearnerScript
を使用している。Moodle上に用意した「データサイエンス演習基礎」コースで提供される
52の「活動」に対し、活動を完了した総数（活動完了数）で降順に履修生を並べると、活
動完了数の低い（ランキングの低い）履修生がドロップアウト（不合格/履修放棄）する傾
向が高いことが明らかとなった。我々はこの知見に注目し、活動完了数に関するコース内

ランキングを各々の履修生に提供することを通して、各自を競争的環境に置き、コース全

体の活動完了数を上昇させ、ドロップアウト率を下げられるのではないかと考えた。この

考えのもと、活動完了数に関するランキングを可視化するためのリポートを LearnerScript
内に実装したのでその報告をする。 

 

1はじめに 

1.1 教育 DX 
教育 DX（教育デジタルトランスフォーメーシ
ョン）とは、デジタル技術やデータを活用して、

教育のあり方や学習方法、教員の業務などを根本

的に変革することを指す。単なるデジタル化に留

まらず、Society5.0 時代に対応できる人材育成や、
個別最適化された学習環境の実現、教員の負担軽

減などを目指す取り組みである。教育 DX の主な
目的としては、1.学習者一人一人の理解度に合わ
せた個別最適な学びの実現 [1]、2.事務作業のデジ
タル化による教員の負担軽減 [2]、3.デジタル教材
を活用した学習の質の向上 [3]、4. 学習分析によ
る教育の改善 [4]、5. 社会の変化に合わせた教育
の提供 [5]、などが挙げられている。本学も第四期
中期目標の「教育 DX の取り組み」の一つとして
「学習分析の試行」が挙げられており[6]、IT活用
教育センターが担当することになっている。本研

究では、本学で今年度から取り組み開始した学習

分析の事例を紹介する。 
1.2 本研究の目的 
一般に、学習分析の目的には、１.学生の学習支

援、2. 教育改善・授業設計の最適化、3. 教育の可
視化と説明責任、4. 学生の自律的学習の促進、5. 
制度・戦略的意思決定の支援、などがある。本研

究では、主に 1と 4を目的とし、学習分析ツール

による学生自身の学習行動や成果に加えて、同じ

授業を受講している他の学生の学習達成状況を可

視化し、競争意識を生み出すことで学生自身に学

習行動の改善促し、単位未修得者を減らす（ドロ

ップアウト率を減少させる）ことができないか検

討する。 

2  学習分析の取り組み 

2.1 学習分析の分析プロセス 
図 1は、一般的な学習分析の分析プロセスと本

学のケースの対応関係を示している。本学では、

学生の活動としては「データサイエンス演習基礎」

科目を対象とし、学習管理システムとデータの収



集・蓄積には Moodle、分析・可視化と教員、学
生へのフィードバックには LearnerScript 社の学習
分析ツール「LearnerScript」[7] を使用している。
LearnerScriptはMoodleにインストール済みである。 

 

 
図 1. 学習分析の流れ 

2.2 分析データ 
活動と活動完了: 本研究の学習分析では、分

析データとしてMoodleに用意した「データサイエ
ンス演習基礎」コースの「活動完了」データを利

用する。Moodleでは、図 2に示すように、ファイ

ル、動画、課題、アナウンス、等は「活動」と呼

ばれており、例えば、ファイルという活動では、

ファイルを閲覧すると、その活動を完了したこと

になり、「活動完了」のフラグがMoodleデータベ

ースに記録される。「データサイエンス演習基礎」

コースでは、ファイルが 22個、動画が 15個、 課
題が 14個、アナウンスが 1個あるので、コースと
しての活動数は 52 となる。そのため、このコー
スの履修生が全ての活動を完了すると、その履修

生の活動完了数は 52（最大値）となる。 
 
 

 
図 2：活動と活動完了数 

 
データサイエンス演習基礎の評価：データサ

イエンス演習基礎は半期 15 回のオンデマンド科

目であり授業ではオンラインで質問対応を行って

いる。学習内容としては 14 テーマある。各テーマ

ごとに JupyterNotebook形式の学習教材と課題が用

意されており、各テーマに割り当てられた授業日

の 1 週間前に教材と課題がMoodleで公開される。

この講義の評価は 14個ある課題で行っている。具

体的には、各課題を 10 点満点とし、140 点を 100
点に換算することで評点としている。 
活動完了数とドロップアウトの関係：図 3 の

棒グラフは、2024年度データサイエンス演習基礎
終了時の活動完了数に関して昇順に下位 100 名の

履修生を並べたものである。左側がランキング下

位、右側がランキング上位である。また、赤の矢

印は評価が 60 点未満（不合格）のもの、青の矢印

は履修放棄したものである。図 3 から明らかなこ
とは、活動完了数が低いランキング下位に、ドロ

ップアウト（不合格/履修放棄）する学生が集中し

ていることである。このことから、本コースの活

動完了数を平均的に高めるための仕掛けを用意す

ることで、ドロップアウト率を下げることができ

るのではないかと考えた。 
ドロップアウト率を下げるための仕掛け：本

研究では、次に述べる学習分析ツールを通して、

各履修生が活動完了数に関して自身が何位にいる

のかというランキング情報を閲覧できるようにし、

自身の学習達成状況と他の学生の学習達成状況を

比較できるようにした。このような競争的視点の

導入により、ランキング下位にいる学生に対して

Moodle 内での活動を高めるように自律的学習行

動の改善を促すことができれば、コース全体とし

て活動完了数が上昇し、ドロップアウト率の低下

が期待される。 
 
 

 
図 3: 活動完了数に関するランキング 

 
2.3 学習分析ツール 

LearnerScript について：本学では、学習分析

用ツールとして、LearnerScript 社の LearnerScript
を導入した。導入理由は、Moodleをプラットホー

ムとしており、買い切り型であるため導入コスト

が低いことにある。ダッシュボードとしては、図

4に示す通り、Moodleのコース権限と対応して、

管理者用ダッシュボード、教師ダッシュボード、

学生ダッシュボードが用意されている。また各ダ

ッシュボードでは、それぞれに固有の分析リポー



トを閲覧できるようになっている。例えば、管理

者ダッシュボードでは、100 を超える分析リポー

トが用意されており、例えば、「Assignment 
sammary」リポートでは、コースを指定してそのコ

ースの課題提出状況などを確認できる（図 5）。一
方、教師ダッシュボードでは、数十の分析リポー

トが用意されており、自身が教師権限を持つコー

スの課題提出状況などを確認できる。また、学生

ダッシュボードからは自身が登録したコースの課

題提出状況などを確認するための分析リポートが

用意されている。 
 

 
図 4 各種ダッシュボード 

 
 

 
図 5 Assignment sammaryリポート 

 
既存分析リポートの問題：学生ダッシュボー

ドでは、22個の分析リポートがデフォルトで用意
されている（図 6）。しかしながら、それらの分析
リポートは、当該学生の登録コース、各コースで

の活動や課題提出状況など、学生自身の学習行動

や成果、進捗を可視化するもので、本研究が必要

としている活動完了数に関するランキング情報の

ようなコース内の他の学習者の学習達成状況を知

るためのリポートは用意されていない。そのため、

我々は学生ダッシュボードから閲覧できる活動完

了数に関するランキングリポートを内製すること

にした。 
 

 
図 6 学生用分析リポート一覧 

3 ランキングリポートの実装 

ランキングリポートの実装にあたっては、

LearnerScript のリポート複製機能を使い、既存リ

ポート（statistic 型）のなかで学生閲覧可能なもの

の１つを複製し、そのリポートのSQLクエリを所

望のものに書き換えることで実装した。実装した

SQLコードの処理の流れは図 7である。具体的な

処理としては、①当該学生（%%USERID%%）の
登録コースを選出し、②その各コースの参加者数

を計算する。次に、③一つのコースを選択後、④

そのコースに登録した各参加者の活動完了数を計

算する。最後に、⑤各参加者を活動完了数に関し

て降順に並べ替えて、最終的に SELECT 文で、コ

ース名、当該学生の活動完了数とランキング、全

参加者数を表示するようにした。なお、ランキン

グリポートは、statistic 型の制約より、１コース

分のランキング情報のみ出力可能である。今回は、

当該学生が登録した直近３コース分のランキング

を閲覧できるようにし、直近に登録したコースの

ランキングを出力するリポートを「My ranking on 
completed activites in the latest course」、直近から 2
番目、3 番目に登録したコースのランキングを出

力するリポートをそれぞれ「My ranking on 
completed activites in the 2nd latest course」、「My 
ranking on completed activites in the 3rd latest course」
として実装した。図 8 は各ランキングリポートの
実行結果である。「My ranking on completed 
activites in the latest course」の実行結果を見ると、

コース名が「2025（前期）データサイエンス演習

応用」で活動完了数が 5、コースの全参加者数が

191 名でコース内のランキングが 182 位であるこ

とがわかる。 
 



 
図 7 ランキングリポートの SQLコード 

 
 

 
図 8 ランキングリポートとその実行結果 

4 ランキングリポートの効果の検証 

ランキングリポートの実装が完了したので、

2025 年度 10 月に開講される「データサイエンス

演習基礎」のMoodleコースでランキングリポート
を試行する予定である。履修生には、各課題の提

出時にランキングリポートの確認をするように指

示し、Moodleのアンケート機能などを使って実際

に確認を行ったか記録する。ドロップアウト率の

低減効果に関しては、2024年度の同科目のドロッ

プアウト率を計算し、その値と比較することで効

果の有無を調べる予定である。 
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